
特 別 活 動 学 習 指 導 案

日 時 平成２３年 １１月１１日（金） １校時

会 場 ３年３組教室 （北校舎３階）

生 徒 ３年３組 （男２０名 女１５名 計３５名）

授業者 佐藤賢太郎

１ 題材名 進路決定の準備 ～自分を見つめ直そう～

２ 題材について

（１）学習者観

・大きな行事をほぼやり遂げた今，いよいよ進路希望確定の時期に来たと全員が感じてお

り，自らの生活面，学習面の見直しを個人，学級ともにかけ始めている段階にある。

・「自己アピールカード」の記入場面において，自分のこれまでの取り組みにおいて頑張

ってきたことをどう整理し，そう表現すればよいのかをまとめることができず，アピー

ルに苦悩している様子を見せる生徒が大多数であった。

・取り組みに行き詰まった際に，４人組の中で分からないことを打ち明けて仲間に考え方

を聞く，一緒に教え合いながら考える，という姿勢が弱い生徒が多い。

（２）学習材観

・特別活動の目標は「望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長

を図り，集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践

的な態度を育てるとともに，人間としての生き方についての自覚を深め，自己を生かす

能力を養う」ことである。本題材は特別活動の内容（３）「学業と進路」にあたるもの

として，これからまさに中学校を卒業して社会へと飛び出していく，その大きな難関で

ある高校入試において，決して受け身ではなく積極的に自己理解や自己実現の意欲向上

を図ることをねらいとしている。

（３）学習指導観

・行事や部活動等でのこれまでの実績について語ることにとどまらず，「その活動を通し

て自分の中で何が変わったのか」，「自分のどんな部分を磨くことができたのか」という

自らの内面に対してじっくりと振り返ることで自己理解を深めることはとても重要であ

ると考える。

・生まれて初めての進路選択の場面を目前に控えたこの時期に，自己理解に加えて世の中

で求められている人間像を見極める活動を通して「こんな自分にふさわしい進路はどこ

か」，「進みたい進路に対し自分の中でまだまだ磨かなければならない面はどこか」とい

う具体的かつ前向きな指針をもってこれからの学校生活を高めていく流れを作りたい。

（４）研究とのかかわり

・「共有の課題」，「ジャンプの課題」の双方において「協同の場」を設け，「自分の中の基

準」ではなく「社会の基準」に照らし合わせて自身の良さや課題を認識し，その上で，

今後の取り組みにおける目標を定めさせたい。

・「ジャンプの課題」の追求・解決場面において，今後の生活における目標をできる限り

具体的に定め，「表現の場」を通してその想いを交流することで，互いにその決意を深

めることを促したい。



３ 題材の目標と評価規準

観 集団活動や生活への 集団や社会の一員としての 集団活動や生活についての

点 関心・意欲・態度 思考・判断・実践 知識・理解

人間としての生き方を学ぶこ 自己の将来に希望を抱き，そ 学ぶことと働くことの意義

目 と，働くことなどに関心をもち，の実現に向け，現在の生活や や，自己の能力や適性，進

自己のよさを伸ばしながら，自 学習を振り返り，これからの 路選択に必要な情報収集や

標 主的，自律的に日常の生活や学 自己の生き方などについて考 将来設計の仕方などについ

習に取り組もうとしている。 え，判断し，実践している。 て理解している。

評 ・自己の向上のために，積極的 ・自己の向上のために現状を

価 に自分を振り返りながら今後の しっかりと捉えながら，今後

規 目指すべき姿について考えよう に向けて目指すべき方向性に

準 とする。 ついて考え，判断している。

５ 本時の指導

（１）目標

進路実現に向け，自己理解と社会で求められる人間像の双方をとらえて，これから

の自分に必要な努力目標を設定することができる。

（２）展開

学習活動 学習内容 指導のための工夫 評価の視点・方法

１ 修学旅行の研 ○研修のレポートからい ○研修先の方々の働きぶり

修先での学びを くつか紹介し，そのと やメッセージから，社会

振り返る。 きの様子を交流する。 で大切にされていること

を想像する。

２ 共有の課題 「世の中で求められている人間像」をつかもう

を把握する。 ○４人組で考える。 ［集団活動や生活へ

３ 共有の課題を ○空欄にあてはまる言葉 ○空欄の言葉をもとに，社 の関心・意欲・態度］

追求･解決する。 を考える中で，どんな 会で大切にされている観 社会で求められる

①プリントに取 人間が世の中で求めら 点を分類する。 人間像について考

り組む。 れているのかを知る。 ○社会で大切にされている えようとする。

②自身の自己ア ○自己アピールカードに 観点と，自己アピールカ 〈観察〉

ピールカード 書いた内容を分析し， ードの内容との共通点や Ａ：傾向を捉えなが

を分析する。 観点別に整理する。 相違点を確認する。 ら空欄を埋めよ

４ ジャンプの 自分を見つめ直し， うとしている。

課題を把握す 「社会に求められる自分」になろう

る。 ［集団や社会の一員とし

５ ジャンプの課 ○自己評価と他者評価を ○「良さ」と「課題」の両 ての思考・判断・実践］

題を追求・解決 もとに自分の自分の 面から仲間を他者評価す これからの方向性

する。 「良さ」と「課題」を る。 について考え，具

①自己・他者評 確認する。 ○「良さ」を伸ばすために， 体的な目標を考え

価をする。 ○目指す進路を考えて， 「課題」を克服するため られる。

②これからの目 これからに向けての目 に，という視点でこれか 〈観察・発表・プリント〉

標を定める。 標を定める。 らの目標を考えさせる。 Ａ：努力すべき内容

６ 学習のまとめ ○目標を発表し，交流す ○互いのこれからの目標を や方法を社会と

をする。 る。 交流し合うことで，決意 照らし合わせて

を深めさせる。 具体的に考えら

れる。



道を拓く 盛岡市立黒石野中学校

３年 組 番 氏名

進路決定の準備 「自分を見つめ直そう」
これまで私たちは数々の大きな行事を乗り越え，さらに『街道の時間』の中で「先輩と語る会」，

「礼法教室」を行い，多くの方々から，大変貴重な学びを授かってきました。

１２月の期末面談における進路決定の場面まで残すところ１ヶ月余りとなった今，改めて自分

自身をしっかりと見つめ直していきましょう。

１ 「自分のアピールポイント」を改めて整理しよう。

【自身の評価(「自己アピールカード」より)】 【仲間からの評価】

２ 『 』と上に書いた「自分のアピールポイント」の内容を

照らし合わせ，今の自分が磨かなければならない部分はどこかを見極め，今後に向け

ての目標を定めよう。

私は今後，

な人間
になることを目指します！

そのために，

生活面では 学習面では

・ ・

・ ・

・ ・

の目標を設定し，頑張ります！



『社会で求められる人間像』
【Ａ： 】

① は人間処世の大本（たいほん）にして如何に学識才能を有するも此の

精神なきものは以て範とするに足らず

〈 （①） であるということは，人が世間と交わって生活していく上でもっと

も基本的なことであり，どれだけ学識があったり才能豊かであったとしても，この

精神がなければまったく人の手本にはなれない〉

世界を舞台に，何事にも挑戦し続ける姿勢と，「② してみせる」という

“熱い思い”にあふれた，未来の“Global Challenger”を必要としている

【Ｂ： 】

人と人との③ を通して☆☆☆と『感動』を共有し豊かな社会の実現に貢

献する

【Ｃ： 】

時代の④ として，社会に広く貢献する人間

たくましい精神力と⑤ の心を兼ね備えた人間

【Ｄ： 】

社会の不条理を敏感に受け止め，⑥ の声なき声に耳を傾ける。△△△の

仕事には，社会を変える力がある

常に，己の至らなさを自覚する⑦ を忘れてはならない

【Ｅ： 】

深く考え，たくましい⑧ を持つ，心豊かな（人間）

【Ｆ： 】

⑨ 心の通う，満足度の高い△△△を☆☆☆に提供する

△△△の独自性を発揮し，個別性，⑩ 性のある△△△を展開する

【Ｇ： 】

人物に優れ，基本的な⑪ が身に付いており，志願理由が明確かつ適切で

あり，本校の教育を受けるに足る能力・適正を持ち，次の要件を満たしている者

【Ｈ： 】

「自分の⑫ 」を考えて主体的に動けるかどうか。選考では，「部活やサ

ークル，アルバイトなど，個々人のあつまる集団の中で，どんな（⑫） を担い，

どんな取り組みを行なってきたか」を伺いたい

【Ｉ： 】

これからの時代の⑬ となる，自主性に富んだ人間

誠意と信頼で豊かな関係を築き合う，⑭ に満ちた人間


